
鼓澄苑と地域との連携推進会議の議事の概要 

 

１．日 時  令和７年７月２日（水） 午後１時５５分～午後３時３０分 

 

２．場 所  障害者支援施設 鼓澄苑（１階相談室） 

 

３．出席者  外部委員 

      舛田  美保 【利用者の成年後見人】 

林    靖彦 【利用者の家族】 

石田  準二 【地域の関係者（民生児童委員）】 

小笠原 明美【福祉に知見のある方（苦情解決第三者委員）】 

高木  義則 【経営に知見のある方（社会保険労務士）】 

     施設職員 

      藤井    勝 【鼓澄苑長】 

田中  雅之 【看護・支援部長】 

白石  俊則 【総務部副部長】 

 

４．会議の次第 

 （１）要綱の説明 

 （２）自己紹介 

 （３）鼓澄苑の概要説明 

 （４）苑内の案内 

 （５）意見交換・質疑 

 

５．意見交換・質疑 

（１）利用者とのやりとり 

苑内を案内する中で、利用者の居室においてやりとりができました。 

※普段は温厚に会話のできる方ですが、大変、緊張されていた様子。 

    外部委員：苑での生活はいかがですか。 

    入 所 者：時々、外出するのが楽しいです。 

    外部委員：どんなことが楽しいのですか。 

    入 所 者：服をようけ買うのが楽しいです。 

 （２）コロナ禍における職員・利用者の感染対策と対応 

（外部委員から）コロナ最盛期でも職員の感染が少ないのは、職員の 

自己管理能力が高かったことなどによるのだろう、また、面会制限時 

にも、窓越し面会やマイクの設置などの柔軟な対応が行われたことは、 

家族にとってありがたかった、との発言がありました。 



（３）行事・イベントの実施状況と課題 

（苑側から）コロナ前の状況にほぼ戻りつつありますが、高齢の方が

多いので、家族参加型のイベントやクリスマス会などの大人数の集ま

りは控えており、利用者・家族間の交流が減少している現状を伝えま

した。 

⇒（外部委員から）利用者と家族との交流機会が減少したことで、 

利用者や家族の顔が分らなくなってきている、との声がありまし 

た。 

（４）ノーリフトケアの導入状況 

（苑側から）リフト配置資料をもとに、ほぼ全ての居室にリフトを設

置していることを説明しました。 

⇒（外部委員から）入所者、職員の双方にとってメリットが大きい、 

ことをご理解いただきました。 

（５）施設の安全対策と環境改善 

（苑側から）過去に利用者が敷地外に出るなどの危険な事例があった

ことを踏まえ、玄関周辺や外部との出入口などの安全対策を強化して

いることを説明しました。 

⇒（外部委員から）入所者の安全に配慮が行き届いている、と評価 

 していただきました。 

また、（外部委員から）２階の食堂の床やライトが新しくなっ 

ており、前より快適になっている、と評価していただきました。 

（６）法人全体の医療連携体制 

（苑側から）法人内の別の建物に医療機関があり、法人全体で感染症

対策や緊急時の対応について検討することができるのが、当施設の大

きなメリットである旨、説明しました。 

  ⇒（外部委員から）大変ありがたい、との声がありました 

 

以上 

（注） 

⇒議事の概要及び写真を掲載することについては、各委員の 

 了解を得ています。 

 

 

 

 

 

 



  
鼓澄苑と地域との連携推進会議設置要綱 

（目的） 

第１条 障害者支援施設鼓澄苑と地域との連携を密にするために設置する会議（以下 

「連携推進会議」という。）は、外部の目を定期的に入れることが、事業運営の透明 

性を高め、一定の質の確保につながることから、連携推進会議の開催及び連携推進会 

議の構成員が鼓澄苑を見学する機会を設けることを目的として設置する。 

（所掌事項） 

第２条 連携推進会議は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事項を所掌する。 

（１） 利用者と地域との関係づくり、地域の人への施設等や利用者に関する理解の促      

進等に関すること。 

（２）サービスの透明性・質の確保に関すること。 

（３）利用者の権利擁護に関すること。 

（４）その他地域との連携に必要と認められる事項に関すること。 

（組織） 

第３条 連携推進会議は、鼓澄苑長並びに利用者（成年後見人などの代理人も可）、利 

用者の家族、地域の関係者、福祉に知見のある者及び経営に知見のある者の中から、 

学園の理事長が指名する６人以内の委員（以下「外部委員」という。）をもって構成 

する。 

（委員） 

第４条 外部委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の外部委員の任期は、前任者の 

残任期間とする。 

２ 外部委員は、再任することができる。 

３ 外部委員の報酬は、費用弁償を除き、無報酬とする。 

（会議） 

第５条 連携推進会議は、原則として年１回開催するものとし、鼓澄苑長が招集する。 

２ 鼓澄苑長は、連携推進会議の進行をつかさどる。 

３ 連携推進会議を開催する場合は、併せて、外部委員が鼓澄苑を見学する機会を設け 

るものとする。 

（要望事項等の反映） 

第６条 連携推進会議では、各自の立場から自由に発言することとし、決議等による決 

定は行わないものとする。 

２ 連携推進会議で鼓澄苑に要望された事項等については、鼓澄苑長は、できる限り、 

苑の運営に反映させるものとする。 

（連携推進会議の事務） 

第７条 連携推進会議の事務は、鼓澄苑で行う。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、連携推進会議の運営に必要な事項は、鼓澄苑長

が定める。 

 

 附 則 

 この要綱は、令和７年７月２日から施行する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議中の様子 

会議中の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設内の見学 

入所者と外部委員とのやりとり 


